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1. はじめに 

近年，日本の保育施設においては写真を

活用して保育の質の向上や保護者へのサー

ビスを提供する事例が増えている．例えば，

オンラインでのお便り配布や写真の共有な

どが挙げられる．著者らは，保育施設におけ

る ICTを活用した保育業務効率化に関する

研究を行なっている[1]．しかし，保育現場

では大量に撮影された写真の中から子ども

毎に写真を分類・整理してアルバムやお便

りを作成することに多くの時間を費やすこ

とが問題となっている．そこで本研究では

この分類・整理作業の負担を軽減すること

を目的として，既存の写真分類ツールの利

用可能性を探るための評価実験を行った． 

2. 本研究対象となる写真の選別作業 

本研究の対象となる写真選別作業の範囲

を図１に示す．すなわち，最初の選別作業部

分に自動分類ツールを活用し，次に人物毎

に重要な写真の抽出など人手による絞り込

み作業があることを想定し，全体的には半

自動化することを考えている． 

 
図 1 写真分類・整理作業の流れ 
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3. 実験条件 

本研究の第１ステップとして，既存の写

真自動分類ツールを用いてその適用可能性

を探る実験を行った．実験条件を表 1 に示

す．実際の認定こども園の３歳児クラスで

撮影された 1,900 枚の写真を２つの自動分

類ツールで分類し，個人の分類精度，分類時

間という観点から評価を行った．対象とし

た写真を事前に調査した結果，1 人をメイ

ンとして撮影している写真が多く，次に 2

人，その次は 8 人以上の写真といった傾向

がみられた． 

表 1 実験条件 

対象写真 3歳児（保育園児）クラスに
関する写真 

合計枚数 1,900 枚 

撮影時期 2019年 11月～2020年 10月 

自動分類
ツール 

Google フォト（ツール G） 

Microsoftフォト（ツール M） 

 

4. 実験結果 

4.1 精度の比較 

各ツールに全ての対象写真を入力すると，

個人ごとのフォルダが作成される．写真を

入力して１週間後に作成されたフォルダ数，

フォルダに保存された写真数，フォルダ内

の写真の正答率（精度）等の比較結果を表 2

に示す． 表 2 より，ツール G の方がツー

ルMより写真の抽出枚数やブレ（分散）が

少なく，高い精度が得られた．しかし，一般

の顔認証の精度は 90%以上と言われている

が[2]，これはカメラ正面に向かった大人に

対してのものであり，発達段階にある幼児

が自然に行動している写真の場合，その半

分程度の精度であることがわかった． 

次に，それぞれのツールを 1 ヶ月適用し
て検出された共通の 12 名のフォルダに対
する認識精度の比較結果を表 3 と図 3 に示
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す．同一人物に対する精度はツール Gの方
が平均は低いが，ツールMと比べると安定
した精度が得られていることが確認できた． 
 

表 2 正答率比較結果（１週間） 
 

ツール G ツール M 

作成されたフ

ォルダ数 

37 35 

フォルダ内の

写真数 

7～179枚 3～201枚 

フォルダ内写

真の正答率 

14～100％ 4.16～

100％ 

平均正答率 46.63% 42.2% 

分散 384.52 915.65 

 

表 3 同一人物精度比較結果（１ヶ月） 
 

ツール G ツール M 

作成されたフ
ォルダ数 

61 44 

フォルダ内の
写真数 

5～103枚 3～61 枚 

フォルダ内写
真の正答率 

26.92～
100％ 

2.04～
100％ 

平均正答率 49.47％ 52.23％ 

分散 347.1 942.4 

 
図 3 同一人物に対しての認識精度 

 

4.2 入力写真枚数と分類開始時間 

各ツールに大量の写真を入力すると分類

が開始されるまでに長時間を要する．この

ため，1 回に入力する写真の枚数と分類開

始時間までの関係を実験により調査した．

その結果を図 2に示す． 

 

 
図 2 入力枚数と分類開始時間の関係 

 

ツール M では 20 枚の段階では分類され

なかった．入力枚数が 200 枚付近で最小の

時間となり，それ以降分類開始時間が次第

に増えていく傾向となった．上限枚数は 1

時間の実験時間では確認できなかった． ツ

ール G では，20 枚の入力でも分類ができ

た．100枚が最小の時間となり，それ以降は

増加し，1 時間における上限は 500 枚程度

と考えられる． 

5. おわりに 

本稿では，実際の保育施設で撮影された

写真に対する既存の自動分類ツールの適用

可能性を探る実験結果について述べた．安

定した精度が得られる点ではツールGの方

がツールMより優れているが，入力枚数が

多いと開始時間が長くなるという欠点があ

ることがわかった．今後は，この結果を踏ま

えて，実際の保育の現場で写真分類・整理作

業を効率化するための既存ツールを活用し

た作業の流れを提案していく．    

最後に，本研究にご協力いただいた認定
こども園「みどりのかぜエデュカーレ」様，
（株）岩手インフォメーション・テクノロジ
ー様，（公財）電気通信普及財団様に感謝申
し上げます． 
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